
土木職員が受ける採用１年目研修で同期と一緒に雨の中コンクリート打
設を行ったことが、土木関係を履修してこなかった身としては初めての経験
だったので、印象に残っています。また、市町事業の完了検査で実際に市
町に足を運んで検査したことは、県庁にいると現場へ行く機会が少ないの
で、良い経験になりました。嬉しかったことは、入庁して先輩や同期とのつ
ながりができたことや、比較的休暇を取れることです。

大学の専攻が土木ではなく、2年間勤めていた前職から職種も
変わることや、先輩や同期とうまく関われるかとても不安でした。
入庁してみると、先輩方は優しく教えてくれ、私自身も積極的
にコミュニケーションを取るように心がけています。

現在は、市町国庫補助事業で市町事業の国費の執行管理
や予算に関する事務作業を担当しています。また、市町が事
業を行うための認可審査をしています。ほかにも、国土交通省
等からくる都市公園に関する調査や、報告、公園緑地課の事
業をPRするため、広報を行ったりしています。

静岡県出身で、小中高と焼津市で育ちました。
大学は県外に行き、緑地環境について学んでいました。
大学卒業後は、静岡県ではない地方公共団体に就職しまし
たが、静岡の心地よさを感じ、静岡のために働きたいと考え、
７年ぶりに静岡に戻ってきました。

大学から前職に勤めていた６年間、静岡県外に住んでいる中
で、静岡の都会すぎず、田舎すぎず、食べ物が美味しいなどの
良さを改めて実感しました。県民の生活に密接しているインフラ
整備に関わり、県民の生活を身近で支えたいと思い、静岡県
土木職を目指しました。

大好きなエスパルスの応援

エスパルスの応援です︕
エスパルスが大好きで、毎週のように応援に行っています。一緒に応援
している仲間と、「また来週︕」と言い合えることや、職場でもエスパルス
の話が出来ることが嬉しく、仕事も頑張れます。

もちろん、勉強も大切ですが…学生のうちにたくさん遊んでください︕
静岡県のために一緒に働ける日を楽しみにしています。

とても積極的で、すでに班の頼れるメンバーです。自分から
進んで動き、課題解決に取り組む姿勢が印象的ですね。
周りとしっかりコミュニケーションを取りながら、どんどんチャレン
ジしています。これからの活躍がとても楽しみです。
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市町事業の完了検査の様子
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採用１年目研修でのコンサート打設の様子

注:取材内容は、令和7年12月時点での内容となっています。


